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デカン大学に行く小茄子川氏と別れることになる。午前
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在しているのかもしれない。Harappan wet ware とよ
ばれる波形紋様がはいった土器片が多数分布していた。
　最後に 70GB（バロール（Baror））という 8 ｍ以上
の比高をもつ大規模な遺跡を訪問した。ここは ASI に
写真 10　ラングマハルでの砂丘露頭の調査写真９　ピーリーバンガン付近の乾季のガッガル川
写真 11　43GB 村の大砂丘上からみたガッガル川氾濫原 写真 11　4MSR での干上がった乾季のガッカル川河道
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プルの南 18km のところにあるコート・ディジー（Kot 
Diji）遺跡に向かう。この遺跡もインダス考古学ではそ
の名を知らない者がいないほどの重要遺跡である。マウ























































































































































　採掘址は最大長５m ほど、深さ 1.5m ほどの掘りこ
みで、現在も発掘調査時のまま保存されている。かつて






























































掘調査の概要は Occasional Paper 3 に紹介されている
ほか、2006 年度に行われた発掘調査の成果の詳細はハ





















































































































































テヘラン大学教授の Y. Akbarzadeh さんにも運良くテ
ヘラーンでお会いすることができ、最新の情報に接する
ことができた。

























































































































講演会での Nicholas Evans さん
- 28 -

























 〒 603-8047　京都府京都市北区上賀茂本山 457-4　
 大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　
 総合地球環境学研究所
 URL: http://www.chikyu.ac.jp/indus/index.html
する研究者をお招きして考えようというものです。交流
ネットワークの発達は文明社会の成立にとって欠かすこ
とのできない要素です。今回のシンポジウムでは各地の
最新の成果をもとに、今後の調査・研究の基礎を築きた
いと考えています。
　プログラム等の詳細は追ってご連絡いたします。全体
会議とあわせてふるってご参加ください。
　編集後記
　ニュースレター第３号をお送りいたします。古環境研
究グループの調査成果をご報告いただきました。篤く御
礼申し上げます。
　昨年後半来のパキスタンにおける政治情勢の悪化も、
総選挙を経て徐々に安定しつつあるように見受けられま
した。インドでは感じることのない緊張感を感じながら
の調査旅行でした。
　インド・パキスタン両国でよりよい成果を出せるよう、
努力を重ねてまいりたいと思います。
（上杉　彰紀）
パキスタンの街角の風景
